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寒
い
冬
を
避

け
て
、
ポ
リ
ネ

シ
ア
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
、
メ
ラ

ネ
シ
ア
等
に
旅
す
る
金
持
ち

の
日
本
人
が
少
な
く
な
い
。

あ
の
辺
り
の
地
理
や
地
名
に

私
が
詳
し
い
の
は
戦
争
中
軍

国
少
年
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

当
時
の
地
図
で
日
の
丸
国

旗
だ
ら
け
だ
っ
た
地
域
の
珊

瑚
礁
に
囲
ま
れ
た
多
く
の
島

国
が
地
球
温
暖
化
の
せ
い
で

水
没
の
懸
念
に
あ
る
。

　

日
本
軍
が
遠
路
こ
の
地
方

に
進
出
し
た
の
は
戦
略
構
想

に
も
依
る
が
、
４
０
０
年
に

も
わ
た
る
世
界
史
的
に
も
珍

し
い
厳
格
な
鎖
国
政
策
の
後

の
大
反
動
な
の
だ
ろ
う
。

　

他
国
の
鎖
国
例
は
国
土
が

大
き
過
ぎ
た
り
陸
の
国
境
線

が
あ
っ
た
り
で
、
実
効
性
が

薄
か
っ
た
。
地
理
的
条
件
が

日
本
と
似
た
イ
ギ
リ
ス
は
鎖

国
ど
こ
ろ
か
始
め
か
ら
外
向

き
視
線
で
あ
る
。

　

外
で
暴
れ
て
や
ば
く
な
る

と
、
狭
い
日
本
列
島
に
逃
げ

帰
り
閉
じ
こ
も
る
の
が
日
本

の
歴
史
的
国
家
的
な
体
質
で

あ
り
癖
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
在
に
適

応
し
難
い
こ
の
性
癖
は
国
際

競
争
に
遅
れ
を
取
り
か
ね
な

い
懸
念
材
料
で
、
反
動
的
な

爆
発
で
な
い
外
向
き
視
線
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

〝
患
者
負
担
減
ら
し
た
い
〞

〝
患
者
負
担
減
ら
し
た
い
〞

請
願
署
名
１
万
筆
に
迫
る

請願署名・会員署名
今月末までに協会へ
　請願署名・会員署名は11月末ま
で取り組んでいます。集まった署
名は国会に届けますので、必ず協
会まで送付ください。請願署名は
返信用封筒に入れて郵送で、会員
署名はファクスでそれぞれお送り
ください。追加の署名用紙が必要
な方は、事務局までご連絡くださ
い。

　

協
会
は
９
月
理
事
会
で
対

話
を
重
視
し
た
会
員
訪
問
に

取
り
組
み
、
請
願
署
名
・
会

員
署
名
へ
の
協
力
を
広
げ
る

政
レ
ベ
ル
で
は
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の
歯

科
健
診
や
街
頭
宣
伝
で
も
署

名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、

９
２
０
７
筆
を
集
め
た
。
診

療
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
を
求

め
る
会
員
署
名
も
１
０
０
０

筆
を
集
約
し
た
。

　

訪
問
活
動
の
な
か
で
は
、

会
員
か
ら
「
３
割
負
担
は
高

す
ぎ
る
」「
患
者
か
ら
ブ
リ

ッ
ジ
の
代
金
を
分
割
払
い
に

　

協
会
・
保
団
連
が
取
り
組
ん
で
い
る
窓
口
負
担
引
き
下
げ
な
ど
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名

が
、
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
負
担
軽
減
を
願
う
国
民
や
医
療
関
係
者
の
声
を
背
景
に
、
９

月
１
日
の
署
名
開
始
以
降
、
会
員
院
所
や
関
係
団
体
か
ら
続
々
と
届
き
、
協
会
集
約
分
は
９

千
筆
を
突
破
し
た
。
国
政
レ
ベ
ル
で
は
過
去
最
高
の
会
員
協
力
率
を
記
録
す
る
な
ど
、
勢
い

を
増
し
て
い
る
。（
３
面
に
関
連
記
事
）

こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
間
、

役
員
・
事
務
局
が
一
丸
と
な

っ
て
訪
問
活
動
を
展
開
。
11

月
５
日
ま
で
に
１
３
９
４
医

院
を
訪
問
し
、
８
５
３
人
と

対
話
し
た
。
訪
問
活
動
後
の

請
願
署
名
協
力
医
院
は
倍
増

し
た
。
会
員
参
加
率
は
、
国

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
」

「
子
ど
も
２
人
を
連
れ
た
母

親
が
『
お
金
が
か
か
る
か

ら
』
と
言
っ
て
下
の
子
し
か

受
診
さ
せ
な
か
っ
た
」「
常

に
患
者
の
懐
を
気
に
し
な
が

ら
診
療
し
て
い
る
」
な
ど
、

窓
口
負
担
を
苦
に
必
要
な
治

療
が
受
け
ら
れ
な
い
実
態
が

浮
か
び
上
が
り
、
患
者
負
担

引
き
下
げ
を
求
め
る
声
が
相

次
い
だ
。

　

「
理
事
長
が
先
頭
に
た
っ

て
国
に
も
の
を
言
っ
て
く
れ

て
い
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス
を

続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

協
会
運
動
に
期
待
す
る
反
応

も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
厚
労
省
は

10
月
25
日
、
70
歳
か
ら
74
歳

の
窓
口
負
担
を
２
０
１
３
年

度
か
ら
段
階
的
に
２
割
に
引

き
上
げ
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
患
者
・
国
民
の
願
い
に

逆
行
す
る
政
策
に
、
国
民
か

ら
批
判
と
怒
り
の
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
お
り
、
署
名
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
。

　

協
会
で
は
、
引
き
続
き
訪

問
・
対
話
を
進
め
、
会
員
参

加
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
連
絡

会
参
加
団
体
な
ど
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
、
保
団
連
目
標

50
万
筆
に
見
合
う
１
万
７
５

０
０
筆
の
集
約
を
め
ざ
す
。

澤
力
副
理
事
長
が
大
阪
の
署

名
を
広
げ
る
訪
問
・
対
話
運

動
、
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
を

め
ぐ
る
課
題
、
学
校
医
療
券

の
対
象
疾
患
を
広
げ
る
課
題

で
発
言
し
た
。

　

集
会
は
、
馬
場
淳
保
団
連

副
会
長
が
基
調
報
告
で
、
政

権
交
代
を
実
現
し
、
社
会
保

障
費
を
削
減
し
て
き
た
流
れ

を
変
え
、
国
民
が
政
治
を
動

　

保
団
連
は
10
月
31
日
、
第

11
回
歯
科
全
国
交
流
会
を
開

き
、
36
協
会
か
ら
歯
科
役

員
、
事
務
局
合
わ
せ
て
１
３

１
人
が
参
加
、「
患
者
の
窓

口
負
担
軽
減
、
歯
科
医
療
費

総
枠
拡
大
で
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
」
の
集

会
決
議
を
採
択
し
た
。
大
阪

歯
科
か
ら
伊
津
進
弘
理
事
長

は
じ
め
７
人
が
参
加
し
、
小

か
し
た
体
験
を
力
に
、
運
動

を
進
め
よ
う
と
提
起
し
た
。

　

馬
場
氏
は
、
歯
科
疾
患
実

態
調
査
で
は
う
蝕
の
未
処
置

者
が
３
７
２
万
人
と
推
計
さ

れ
る
の
に
対
し
、
患
者
調
査

の
１
日
推
計
患
者
は
61
万
人

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
、
格
差

拡
大
で
、
国
民
が
歯
科
医
療

に
か
か
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

全
国
の
保
険
医
協
会
の
歯

科
会
員
は
着
実
に
増
加
し
、

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

連
絡
会
」
も
８
都
府
県
で
結

成
さ
れ
、
自
治
体
意
見
書
採

択
も
地
方
議
会
の
３
割
ち
か

く
に
達
す
る
な
ど
、
運
動
が

前
進
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
今
後
の
運
動
課
題
と
し

て
、
①
２
０
１
２
年
の
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定

で
改
善
を
実
現
す
る
た
め
の

要
求
の
整
理
②
患
者
負
担
軽

減
の
た
め
の
様
々
な
運
動
③

混
合
診
療
問
題
④
海
外
技
工

問
題
⑤
口
腔
と
健
康
の
啓
発

⑥
需
給
問
題―

―

を
上
げ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
歯
科

保
険
給
付
の
拡
大
も
位
置
づ

け
る
べ
き
と
の
発
言
が
あ

り
、加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

課
題
達
成
に
は
、
会
員
の

役
に
立
つ
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
し
、
審
査
、
指

導
、
監
査
改
善
の
取
り
組
み

や
日
常
臨
床
研
修
会
な
ど
に

取
り
組
み
つ
つ
、
診
療
報
酬

改
善
と
患
者
負
担
軽
減
の
た

め
に
議
員
や
中
医
協
な
ど
へ

の
適
切
な
情
報
提
供
、
国
民

・
患
者
と
の
共
同
で
進
め
て

い
こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

衆
議
院
・
財
務
金
融
委
員

会
に
10
月
１
日
付
で
付
託
さ

れ
て
い
た
「
保
険
業
法
再
改

正
法
案
」
が
２
日
、
同
委
員

会
で
可
決
、
４
日
午
後
の
本

会
議
で
も
全
会
一
致
で
議
決

さ
れ
参
議
院
へ
送
ら
れ
た
。

11
日
に
参
議
院
・
財
政
金
融

委
員
会
で
審
議
と
採
決
が
行

わ
れ
、
12
日
の
本
会
議
で
可

決
、
成
立
す
る
見
込
み
。

　

保
険
業
法
が
施
行
さ
れ
た

２
０
０
６
年
以
降
、
既
加
入

者
の
維
持
・
管
理
状
態
に
あ

る
保
険
医
休
業
保
障
は
、
法

案
が
成
立
・
施
行
さ
れ
れ
ば

新
規
・
増
口
の
受
付
が
よ
う

や
く
可
能
と
な
る
。

　

改
正
法
案
は
、
保
険
業
法

の
規
制
に
よ
り
存
続
が
困
難

に
な
っ
た
自
主
共
済
を
救
済

す
る
目
的
で
提
出
さ
れ
、
一

般
社
団
法
人
格
の
取
得
や
責

任
準
備
金
の
確
立
な
ど
を
要

件
に
制
度
の
継
続
が
認
め
ら

れ
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
他
の
共

済
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

現
行
の
制
度
内
容
の
ま
ま
再

開
で
き
る
よ
う
実
態
に
合
っ

た
政
省
令
の
制
定
を
強
く
求

め
て
い
く
。

ど
の
切
り
口
で
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
別
の
所
得
補
償
保
険
や

終
身
保
険
、
長
期
定
期
保
険

な
ど
を
売
り
込
む
手
法
を
取

っ
て
い
る
。

　

休
業
保
障
は
協
会
・
保
団

連
の
自
主
共
済
制
度
で
あ

り
、
保
険
代
理
店
な
ど
の
業

者
が
説
明
に
伺
う
こ
と
は
一

切
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
大
阪

で
は
被
害
の
報
告
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。

　

協
会
共
済
部
で
は
、
会
員

に
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、

万
一
、
同
様
の
連
絡
が
あ
っ

た
場
合
は
同
部
ま
で
連
絡
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

機
関
紙
新
年
号
へ
の
会
員

投
稿
、
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進

呈
い
た
し
ま
す
。

【
投
稿
】

　

７
０
０
字
以
内
、
顔
写
真

を
同
封
く
だ
さ
い
。
①
趣
味

②
日
常
の
臨
床
や
家
族
の
こ

と
③
新
年
に
思
う
こ
と
④
エ

ッ
セ
イ
や
俳
句
⑤
旅
行
記
⑥

干
支
（
兎
）
に
関
す
る
こ
と

⑦
お
店
紹
介
な
ど

【
写
真
】

　

新
年
や
冬
に
ま
つ
わ
る
風

景
・
人
物
写
真
。
サ
ー
ビ
ス

版
以
上
４
つ
切
り
以
下
。

【
応
募
方
法
】

　

原
稿
は
、
郵
便
や
フ
ァ
ク

ス
（
06―

６
５
６
８―

０
５

６
４
）
で
新
聞
部
ま
で
。
電

子
メ
ー
ル
（n_matsuo@

doc-net.or.jp

）
で
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
12
月
７
日

必
着
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
聞

部
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　

最
近
、
近
畿
圏
内
で
「
休

業
保
障
の
説
明
」
と
称
し
た

診
療
所
へ
の
突
然
の
訪
問
・

電
話
が
相
次
い
で
い
る
。
協

会
・
保
団
連
の
共
済
制
度
と

委
託
関
係
の
な
い
業
者
が
、

「
休
業
保
障
の
料
率
が
変
わ

る
」「
募
集
停
止
中
で
ト
ラ

ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
」
な

全
会
一
致
で
衆
院
を
通
過

歯
科
医
療
費
拡
大
求
め
決
議

「
休
保
説
明
」装
う
悪
質
営
業

会
員
署
名
も
千
筆
超
え
る

第11回保団連
歯科全国交流会

国
民
と
の
共
同
で
要
求
実
現
め
ざ
す

保険業法
改正法案

休
保
再
開
へ
大
き
な
前
進協

会　

注
意
呼
び
か
け

２
０
１
１
年
新
年
号

会
員
投
稿
を
募
集

請願署名請願項目
・ 患者の医療費窓口負担を大幅に
軽減してください

・ 高齢者を差別する後期高齢者医
療制度は直ちに廃止し、高齢者
が安心して医療が受けられる制
度にしてください

・ 高すぎる国保保険料（税）を引
き下げてください。国保や後期
高齢者医療制度の保険料を払え
ない人から、保険証を取り上げ
ないでください

・ 家事援助や軽度要介護者の給付
削減や利用料の引き上げをや
め、必要な介護サービスを安心
して受けられる介護保険制度に
してください

10月16日の街頭宣伝では、多くの人が
窓口負担軽減の署名に協力した　　　


